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前回は、下表の「3.対応シナリオを時系列で作成する」で、対応シナリオの「中間品」(全体シ

ナリオ・ひな型)を作成しました。今回は、この「中間品」をたたき台に活動種類別対応シナリオ

(全体シナリオ・ひな型)を作成することにします。 

 

 

1.活動種類別対応シナリオ(全体シナリオ・ひな型)の例示 

 

前回の「中間品」に記載していた「対応シナリオ」を「活動種類別」に編成しなおした例が、

表 1～表 5です。 

これらの表では、「活動種類」として市町村地域防災計画の「災害応急対策計画」の個別活動

(計画)を採用しています。皆さんの市町村の個別活動(計画)とは異なるものもあると思いますが、

大差ないと思います。 

市町村の災害応急対策計画では、この表に示した以外に、「文教対策」、「災害救助法の適用の要

請」、「障害物の除去」、「市(町村)管理施設の応急対策」といった個別活動(計画)もありますが、

本表では省略しています。 

なお、表 1～表 5中の項目で「※」印を付したものは、「中間品」を「活動種類別」に編成しな

おす際に付け加えた項目です。 
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2.活動種類別対応シナリオ(ひな型)を利用する際の留意点 

 

表 1～表 5 の「ひな型」を用いて、皆さんの市町村で「対応シナリオ」を作成する場合には、

皆さんの市町村の具体的条件を織り込んで記述する必要があります。 

たとえば、表 1(発震～2・3 時間)の「広報」の中に、「住民への出火防止・初期消火の呼びか

け」とあります。これをどのような広報手段を用いて行うかによっても対応シナリオの記述はず

いぶんと異なってきます。 

この場合、全世帯に配布されている「戸別受信機」を用いて「呼びかけ」るのであれば、「ひな

型」の表現のままでも良いと思いますが、「屋外同報無線」しか広報手段がない場合はどうでしょ

うか? 

「屋外同報無線」の聞き取りにくさや冬季(シナリオの前提条件)で窓を閉め切っている家庭が

多いことを考慮すると、「住民への出火防止・初期消火の呼びかけ」の効果は限定的なものになり

ます。そのような場合、対応シナリオの記述は、「屋外同報無線で住民へ出火防止・初期消火を呼

びかけるが、その効果は限定的である。そのため、地域の消防団からも積極的な広報を行う」と

いった表現になるかも知れません。 

このように、対応シナリオの最終形は、「ひな型」に示された対応を自分の市町村で実施しよう

とした場合に予想される状況・問題点なども含めて具体的に記述したものということになります。 
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